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1 ．は じめ に

　1996 年 に発 足 した 防災 ピ ク トグラ ム研究会の 継続的な

活動の ひ とつ に，津波 ビク トグラ ム を用 いた サ イ ン （標

識） シス テ ム の研 究 と提案が ある．これ ま で 防災 ピク ト

グラ ム 研究 会 の 提案 を 元に設置さ れ た 津 波 防災 標識は，
2000年 の 高知県 中土 佐 町 を は じめ，三 重県，和歌山県，
大阪府があ り，徳島県で も設置が検討 され て い る，
　 各地 で 設 置 され た標識 を比較す る と，それぞれ異なる

デザイ ン の 表 示 板面 で あ る事が わ か る，これ は，研 究会

の 提案を基礎 に しながらも，地域 の 津波防災対策，設置

目的 や環境な どが考 慮 され た結 果 で ある．

　本稿は，こ れ らの 事例 の 表示板面に つ い て，デザイ ン

の 専門 的視点か ら の 考察 と，そ の デザイ ン に 至 っ た 背景

につ いて ま とめ，今後の 防災サイ ン シス テ ム の 構築を考

え る 上で の重 要 な ポイ ン トを指 摘 す る こ と を目的 とする．

2 ．防災 ピク トグ ラ ム 研究会 の 握案 の 基本方針

　防災ピク トグラ ム研究会の 活動目的は 「わか りやす い

防災情報 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンの た め に，防災 に 使 用 で き

る絵文字 を開発し標準化して い くこ と」 で ある．こ れ ま

で の 津 波 防 災 の 研 究 成 果 は ， 津 波 サ イ ン シス テ ム の 提案

書として 「津波防災 ピク トグラム 2004亅 にま とめ て い る

（httPY／piCto．dpri．kyotO・u．ac．jptclOcsttsunami＿pictogtarn2｛X）4．pdf
か らダウ ン ロ ード可能）．以下 にそ の 骨子 を説明する．

（1）津 波の 基本図 形 の 決 定

　津波防災サ イ ン シ ス テ ム は，主役 と な る 「津波亅の 基

本 図 形 を決定 す る こ とか ら始 まっ た．

　調査の 結果 「津波」 は ISO や llSに指定され た図形は

無 く，広 く認知さ れ て い る ピ ク トグ ラム も存在 しな か っ

た．そ こ で ，一
般 に 最 も認識 しや すい と思わ れ る基本図

形を 作成 した （図 1） ．そ の 際 は ， 以 下 の デザイ ン基本

原則 に従 っ て い る ，
　LISO な ど既存の ルールが 確 立 して い る場合に は，そ

　　 れ を優 先す る．ピク トグ ラム の 図 形 も 同 じ く，ISO

　　 や JISなどに 登録がある もの はそれを優先 し，無い

　　 場合 にの み，新 しく制作 す る

　2．ピク トグラム の 種類は必要最小 限に集約す る

　3．新し くピク トグラム デザイン を制作する 場合の ルール

　　 ・
で きるか ぎ り単純化する

　　　　
一

視認性が 高まる

　　　　
一

単純 な も の ほ ど表現手法や媒体を選ばず，
　　　　　 複製しやすく，普及浸透が図 りやすい

・わ か り や す く す る

　　
一

直観的 に把握で きる

・他 ピク トグラ ム の デザ イ ン の
一

貫性を阻 害 しな い

　　
一

情報 の 浸透 に効率を求めるならば，表現の
一

　 　 　 貫 性 は 不 可 欠で あ る

　　
一

何らか の 問題か ら既 に周知 の デザイ ン で ある

　　　 ピク トグ ラム に改良を加 え る場 合 も，最 大

　　　 限そ の テ イス トを 踏襲す る
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図 1 津波ピクトグラ厶 の検 討

（2）基 本 図 形の標識へ の展開

　 「津波」の 基本図 形 は，標識な どに 使 う場合，1so の

ルール に基づ き。四 角形に 青く2：5PB3．5’10（マ ン セ ル値 ・

以下 同p と 白〈N9．5＞ で 表 され た 情報 を示 す ピ ク トグ ラ

ム と，三 角形 に黄く2．5Y8／14冫 と黒くNl ＞ で 表された津波

の 危険性を注意 ・警告するピク トグ ラム の 2 種類に 展

開 され る （図 2） ．
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図 4 津波防災情報の流れ

図 2 津譲ピクトゲラムの 善本図 形 と展開

　こ の 他 に，津波避難 に必要 と考え られ る ピク トグラ ム

に は， い ざとい う時の避難行動 「高台へ 避難」 を表す も

の と，津波避 難場所 を表 す も の が あ る ．
　 「高台へ 避難」 を表す ピク トグ ラム は，JIS指定 の 広域

避難 場所 や 非 常 口 に使 わ れ て い る 「逃 げる 人亅 と，安 全

なエ リア を示 す 「高台亅 ，前提 ハ ザ
ー

ドの 「津波亅 を使

っ て ，高台へ 駆け上 が る 人を表現 し た．こ れ を 「津波避

難亅ピクトと呼ぷ．

聯 側 開
．
叫

鰯   厘甌曹腰■

鶚盟『
，

晶 出  四翻自　 　   咽窮
聾 緇

←

論

圏

留瞥

▲
鬻

縄

凹
¶
縛

’”
鼕藷

””

翻田 盗団i

　図 4 は津波の 発生を起点に，時計回りに 情報 の 流れを
表現して い る．右側 の 短 い 円弧が，津波が発生して か ら

襲来す る まで の 時間を表 し，C 字型 の 円弧が，次の 津波

発 生まで の 長 い 時 間 を 表す，津波被害の 軽減 は，海 溝 型

地震発生か ら数分間の 迅速な行動が鍵 とな り，それ を可

能 にす る に は，普段 か ら継 続 的な 防災 情報 の受 発 信が 不

可欠で ある．この 図は，数十年にわた っ て 津波情報を伝

え続けなけれ ばな らな い こ とを示 して い る．
　伝え る べ き情報 は3つ の グループに分かれる．一

つ は津

波の危険性に つ い て の 基礎な情報 （学習系 1＞．二 つ 目

は 避難 に つ い て の 情報 （学習 系 2）．三 つ 目は い ざと い

う時の 「警報／注意報亅などの 緊急情報で ある （図5）．
　 以 上が， 「津波防災 ピク トグ ラム 2004」 の 骨子で ある．
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図 5 津波防災で伝えるぺ き棺報

3，高知県の窮例

（1）設置背景
　津波の ための 防災サイ ン は 塙 知県津波防災ア セス メ

ン ト調 査事業亅 の
一

環 として，2eoO年度か ら太平洋沿岸

部の まちをモ デル ケ
ー

ス に設置が始 ま っ た．
　 「津 波 」 ピ ク トグラ ム は，危険性 を知 るサ イ ン，避難

場所 を 知る サイ ン，津波発 生 を知 るサ イ ンに利用 され ，

県下 市 町村で 統
一

的な設 置が 目指 さ れ て い る （図6） ，
図 3 津 波避難 ピクトグラ厶 ・セ ット

　 「津波避難場所」 は ns 揃定の 広域避難場所を 用い ，
必 要 な ら 「津 波 亅 ピ ク トを付 加 す る．他 に誘 導 と して 方

向を指 し示す矢印 と，今後の検討 と して 「収容避難亅 ピ

ク トを付加 して，ミニ マ ム な情報 セ ッ ト （図 3） と した．

　 「津波防災 ピク トグラム 2004」 で は ， サ イ ンシ ステ ム

の モ デル ケ
ー

ス 作 成の た め に，津波避難 に対す る 考 え を

次の よ うに整理した．

●危険を知るサイン 　 ●避難場所を知る　 ●濘波兜生を知るサイン

　 　 　 　 　 　 　 　 サイン

図 6 津波防災サイン （寓知県）
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　最 も整備が 進 ん で い る の は，避難場所 とそ こに 至 る 避

難経路を示す r避難場所を知るサ イ ン亅で あ る，今で は県

全 域 で．800 ヶ 所以上設置 されて い る とい う．　（図 7）

〔2）板面デザイ ン考察

　板 面表示 要 素 は，「津波亅と 「避難場所亅を 表す ピ ク トグ

ラ ム と，避難場所 の 名称で 構成さ れて い る ，「避難場所」

を表 す四 角 い 囲み と十 字 の ピク トグ ラム は．2DOO 年 当時，
全 国 で 比較的採用 実績の 多 い もの で あっ た．こ の 図形と

「津波1 ピク トが組み 合わされて 「津波避難所 」 を表す．

図 7 避難堝所を知 るサ イン設置事例（高知 県）

　色調 は，1SO 及び JIS の 安全標識基準 で 義務的行動 や

指示 を表す青く 2．5PB3．Si10＞ と自くN9．5＞が 基調 色 とな り，
安 全 を表 す 緑〈 10G4／10＞が 十字 に 使わ れ ポ イ ン トカ ラ

ー

とな っ て い る．全体 に は，そ れ ぞれの メ ッ セージが 明快

で バ ラ ン ス が とれ た色 使 い で ある ．
　板面は図形 主体 で，印象 に残 りやすい デザイ ンで ある．

　 「避難場所を知 る サ イ ン 」 は，い ざ と い う時 に 目指す

ゴール が明 快 に表現され て お り，今い る 場所 か ら 「津波

避難所」 へ 直線的な誘導が可能で ある，一
方，避難場所

や そ こ に 至 る ルートの 整備 が 前提 に な り，サ イ ン も ある

程度 ま と ま っ た 設 置 基数が 必要 に な る．今後 ， 他の 機能

を持 つ サ イ ン と 組み 合わ せ 効率を 高め る 方法や ，来訪者

へ の伝達な どが課 題で あ る と思 わ れ る．

4 ．三重県の事例

Cl） 設置 背景

　　　　　　　　　　　　　　 三 重県 の 海岸部 は，東

　 海 ・
東南 海 ・

南海 地 震 発生

　 時 に は津波到達時間が 非

　 常 に 短 い 危 険性 の 高い 条

　 件に あ り，釣 りや 世界遺

　 産観光 な ど，外国人 を含

　 め 多 くの観光客が訪れ る．
　　 同県 で は，20〔M 年 1月

　　　　　　　　　　　　　 よ り港湾 ・海岸部に津波
図 8 津波注意・警告霜孱龜驍（三 風県〉
　　　　　　　　　　　　　　啓 発標識を 設置 す る こ と

が 検討 され，2004年 3月 に は伊勢市に，2004年 6 月 に は

三 重県 志 摩 港湾部 に 「津波注意 ・警告標識」　（図 8）が

設置され た．

（2）板面デザイ ン考察

　 「津波 注意 ・警告標 識 」 は，津 波 の 危 険 を注 意 ・警 告

す る 部分 と津波か らの 避難 を学習 ・啓発 す る 部分か ら な

る が．全体 には注意 。警告 の メ ッ セージ が強 い．
　注 意 ・警 告 の 部分に は，三 角形 の 「津波注意 ・警告亅

ピク トと， 「地震・津波・避難亅 と い う津波か らの避難 を

直 感 的 に理 解 させ る言 葉が 並 ぶ．
　学習

・
啓発に あた る 部分に は 「津波避難」 ピク トと，

避 難 を 開始 す べ き条件 を 明 示 した 「ゆ れ 1 分 高い と こ ろ

へ す ぐ避難 ！1 とい う文言が表記されて い る．
　文言 の選択 に あたっ て は，子供に も分

’
りやす く，覚 え

やす い 5・7・5 の 表現 とした．東 海 地震 ・
東南海地震 ・

南海

地 震 の いずれ もが M8 以上の 地 震 で あ り 1 分以 上の ゆ れ

が 継 続する こ とが予 測 さ れ る の で，津波を 伴う海溝型地

震の こ と を 「ゆれ 1 分 亅 と 表現 した，津波か らの 避難は，
特定の 避 難 場所 を指定 す る の で はな く ， 周 囲の状況 の な

か で 最 も安全性が高い 高台を 自 ら選 択すべ きこ と を 「高

い とこ ろへ すぐ避難 ！」 と表現 した．

　色調は，地震発生 か ら津波来襲まで の 時間が短 い ため，
ISO 及 び JIS の 安全標識基準 に 準拠 し．注 意 を 促す黄
く2．5Y8t14＞ と黒くM ＞ の 配色とした．その 結果，遠方か ら

の 誘 目性 に優 れ，直 感 的 に理 解 しや す い 標 識 とな っ た．
　板面上は，津波か らの 避難を学習 ・啓発す る役割を持

つ 「津波避難」 ピ ク トが，最も主 張 して い る．しか し，
色 彩 の 力 に よ っ て 全 体 の 印象 は，津波の 危険を注 意 ・

警

告す る 目的に かな っ た標識となっ て い る．

（3）デザイ ンの質的向上

　2004 年 3 月伊勢市に 試験設置 され た 「津波注 意 ・警 告

標識亅　（図 9）の 板面は，ISO の 原則か ら見る と，一
部

に 混乱が 見 られ た ．板 面左 上 の 高知県で も使われ て い る

「津波1 ビク トが そ れ で ，注意
・
警告 を 目的に し た 標識で

あ れ ば，三 角形 の 「津波注意亅 ピク トの表示 が 正 し い．
　同年 6 月，改善 さ れた 標識が三 重県志 摩港湾部で 設置

され た （図 10＞．他 に も ，
「津波 避難亅 ピク トの 四 角い

枠線の 太 さ，　 「ゆれ 1 分」 の 文言 追加，英文の 追加 な ど

が 改 良 さ れ た．比 較す る と，分か りや す く，明快な標識

にな っ て い る こ とが 分か る，

図 9 津波注意・讐告 標纖

　　　 （伊勢市）

5 ．大阪府の事 例

（D 設置背景

図 10 譚波注 意・警告標識

　 （三 重 県志摩港滴部）

　大阪府 の 沿岸は ，東海 ・東南海 ・南海の 地 震津波 を想

定 した とき，1．5〜 2 時間の 津波到遠時間や 波高予 測が 三

重県．和歌山県，高知県 とは 異 な るハ ザード環 境 に あ る．
　大 阪府港湾局で は 2005年 3 月，津波に対する市 民へ の

啓発活動 の ひ とつ に 看板 （標識） を位 置づ け， 「津 波 注

意 啓 発看板 J の 設 置 検 討が 行 わ れた．図 11は，当初，大

阪府港湾局で 検討 されて い た 「津波注意啓発看板 亅 のデ

ザイ ン案 で ある．

　 「津波注意啓発看板」 は，堤外地の先端緑地 や親水 公

園を 設 置 場 所 と して ， 臨 海 部利用者 （作業員 ・関係者 ・

レジ ャ
ー

施設利用者等） を対象 に，津波に 対す る注意 を

呼びか ける もの で ある，臨 海部に お ける 防災対策 の ほ と

ん どは 未着手の ま ま で ある ，現状で は津波注意啓 発 看板

に，避 難所 や 避 難経 路 な ど詳 細 な情 報 を記載す る こ と は

で き な い ．そ の た め，三 重 県の 沿岸部 に 設置 さ れ た よ う

な 津波の 危険を注意 ・警告する ，黒と黄の コ ン トラス ト

の 強 い 看板 は不 安 を煽 るだ け とい う慎重 論 もあ り，津 波

防 災 に つ い て の 啓 発 を優先 させ たデザイン が 求められた，
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図 11 津波注意啓発看板・　 図 12 津波注意啓発看板・

　 大阪府に よる検討案　　　 決定案（大阪府港湾局）

（2）板面デザイ ン考 察

　図 12は 「津波注意啓 発看板亅 の 決定案で あ る，決定案

は，津波の 危険 を注意 ・警告する 部分と津波か らの 避難

を学習 ・啓発す る部分か らな る が，全体 に は学習 ・啓発

の メ ッ セ
ー

ジが 強 い．

　注意 ・警告する 部分に は， 「津波注意 ・警告亅 を表す

ピ ク トと，火 きな 文字で 「津波に 注意亅 補助的に に こ は

津波 によ り浸水す るお それ が あ ります．亅とい う津波へ の

注意を促す文言が並ぶ．

　学習 ・ 啓発す る部分 は， 「津波避難亅 ピク トと，津波

避難 の 心得 「強 い 地震 を 感じた らすぐに 高い 場所へ 避 難

しま し ょ う 1」 とい う文言が 表記さ れて い る ．

　色調 は白地をべ 一ス に，　 「津波注意 ・警告j ピ ク トが

黄 ＜2．5Y8／14＞ と 黒 くN1＞ ，　「津 波避 難 」 ピ ク トが 青
く2．5PB3．5110＞ と 白くN9．5＞ で 表 されれ，それぞれ 「注意」

「指痢 を意味す る ISO 及び 」ISの安全標識基準に 準拠 し

た配色で ある．文字は読み や す い 黒 で 表現，全 体に 白地

に 冑 ・黒の コ ン トラス トが映える．

　板面 レイア ウ ト上 は ， 注意 ・警告と学習 ・啓発を上 下

に 区切る 横罫線が使われ，そ れぞれ の意味 を顕在化 する．
中で も 「津波避難 亅 ピク トが最も主張する．注意 ・警告を控

え 目に，津波避難の学習 ・ 啓発 を優先 した レイア ウ トで ある．

（3）デザイン 検紂プ 囗 セス

　以 下に，デザイ ン プロ セ ス を説 明 する．
a。方向性の 検討

　大阪府の 要件を踏 まえ，デザ イ ン の 方向性 を提案した

（図 13）．

　 　 A 案 　　　　　　　B寮 　　　　　　　C案 　　　　　　　D寒

図 13 潭波注意啓範看板・方 向性検討案

　 A 案 ：板 面を黄 と白 の 色面で 分け，注意 ・警告 と，学

　 習 ・啓発 を 目 的に 表記す る．　 r津波避難」 ピ ク トを

　 大 き く表示 し，印象に残 りや す い デザ イ ン を志 向，
　 B 案 ：A 案と 同様に，黄 と白 の色面 で，注nk　・警告と

　 学 習 ・啓発 を分 ける．注意 ・警告 の 比重 を増 す，
　 C 案 ： 白地に 注意 ・警告と，学習 ・啓発を等分に 扱っ た案，

　 D 案 ：白地 に 横罫線 で 注意 。警告 と学習 ・啓 発 を分け ，

　 お互 い を顕在 化す る．

　デザ イ ン の 方向性 と して D 案が 選定さ れ た ．
b．デザイ ン 案の 質 的向上の 検 討

　最終的 に，詳細な レイ ア ウトの 検討を行 い ，看板 の 位

置 と海の 方向と の 関係 を考慮 し，左右の 両 方向に 対応で

き る データ を作 成 した．

6．まとめ

　平成鹽7年3月29日総務省消防庁か ら 1津波に関する統
一
標識亅 として，　 r津波注意亅　「津波避難場所亅　「津波

避難ビル 亅 の3種の 図記号が 発表 され た （図14）．

△ 閣 圜
　 津波注意　 　 　 　 　 　 　 　 津漉 難塒所　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 津波遊難ビル

　　　 図 14 津波に國する統一標識（総務省消防庁）
’

　総務省の 「津波注意亅 は，三 重県や大阪府で 使われた
・「津波注意 ・ 警告」 ピク トと 比較して ， 波形 の 形に若干

の 違 い は見 られ るが，ひ とつ の 波頭 をモ チーフ に して い

る こ と，三 角形 を基本図形 と して い る こ と，黄 と黒を 基

調 色として い る こ と な ど，同 じ考 え方 に基づ い て 制作 さ

れ た と こ が伺え る ．

　安全色 の 緑く6G4！10＞ で 表現 され た 「津波避難 場所亅

「津波避難ビルj は，どちらも避難先を表す図記号で あ

る．こ れ は前 出の 「津波防災 ピク トグラ ム 20〔｝4亅 津波防

災ピク トグ ラム セ ッ ト （図 3）の 位置づけで は ， 左 端 の

欄 「避難場所 （目指すべ き 場・ゴール）」 に あた る．

　津波か ら避難す る場所 に は 2 種類の 考え方が 想定され

る．ひ とつ は特定の避難場所 を 目指す考 え 方 ， も う一っ

は危険な地域か ら出て ，安全な地域 に移動すれ ば良 い と

す る 考え 方で ある ．前者 に は様 々 な所か ら
一

つ の 避難場

所 に誘導す る標識が 必要 にな り，後 者 に は安 全 な 地 域 と

危険な地域を示す地図と，安全な地域の 方向を示 す標識

が 必 要 にな る．　 そ れ ぞれ に実効性の 高い ビ ク トグ ラム

は，前考 の 避難誘導標識には 「津波避難場所J と 「津波

避難 ビル 」 が ，後者 の 安全な地域の 方向を示す標識 に は

「津 波避 難 」 ピク トが 適 して い る．また 「津波 避 難 亅 ピ

ク トはそ の 意味か ら，津波避難 の 学習 ・啓発用標識 に相

応 しい．
　 津波避難サイ ン 計画 を策定す る場合，どの ような考え

方を基本に する にせ よ ， 図 15の新 しい津波防災 ピク トグ

ラム セ ッ トの よ う に，役割を明確 に して お 互 い を補完 し

合う考え方に立て ば，対応で き る幅は大き く広がる．

図 15 斬・津波避難ピクトグラム ・セ ット
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